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化粧品による皮膚障害について
—皮膚検査をどう活かす—
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Abstract
Although everyone knows the social usefulness of cosmetics, it causes various skin disorders when consumers use 

incorrect. Dermatologists should choose not only the treatment of dermatitis, but also they should investigate to use patch 
testing about their cosmetics, and should suggest to their patients which cosmetics is useful for their weak skin to keep the 
quality of daily life. So the physician should actively do patch testing to pursue the cause component of cosmetics, which 
requires cooperation with the company. In order to maintain the safety of cosmetics, I believe that it is necessary to have a 
place where doctors and chemists cooperate to examine them to establish a proper cosmetic component test.
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1. は じ め に

私たちの生活必需品である化粧品は，装うための製品
に加えて皮膚の保湿や，遮光，清浄など治療に値する製
品から，皮膚に特定な作用を期待できる有効成分を含む
製品までさまざまのものがある。顔，身体のみでなく頭
皮・毛・爪・口腔ケア製品など平和で豊かな高齢化社会
である昨今，私たちの生活に潤いを与えてくれているさ
まざまな化粧品が使用されている。誰もが同じ効果が得
られるわけではないが，抗老化・美肌維持など過剰な宣
伝効果につられて，自身の皮膚状況に適さない製品の使
用を続けると化粧品による種々の皮膚障害を生じる。海
外輸入化粧品や自家製の化粧品，スキンケア製品として
パック剤やピーリング剤，化粧品グッズとして金属ロー
ラーやビューラーなども使われる。二重まぶた用のり，
まつげエクステなどプチ整形ブームで若年者のみでなく
幅広い年齢層で使用される製品もあり皮膚障害の原因に
なることもある 1–3）。各自が自分の皮膚状況を踏まえて
化粧品を自身の生活に取り入れれば問題は起こらないは
ずであるが，体質的な皮膚炎があると皮膚の健康維持は
難しく，化粧品にかぶれたと受診する患者は多い。そ
のような場合全身疾患の合併がないことを確認し，アト

ピー素因の有無を検索，生理周期や食事との関係も含め
た生活習慣の乱れも確認する。アトピー性皮膚炎，脂漏
性皮膚炎，酒さ，膠原病などの基礎疾患があるとその治
療がうまくいかずに化粧品による皮膚炎を起こしている
かのように患者は感じることがある。実際何が悪いのか
が分からずに治療不信にもなり必要な治療を継続しなく
なるので，より化粧品の刺激反応を起こしやすくなると
いう悪循環に陥らないような生活指導が望まれる。積極
的にパッチテストをすることで化粧品含有物質に反応が
あるかどうかを見極めることが必要である 4, 5）。社会生
活を続けるのに無理をして化粧を続けても，化粧をすべ
てやめてしまっても皮膚障害は遷延してしまう。化粧品
企業科学者達は安全性を第一に製品を社会に提供してい
るにもかかわらず化粧品による皮膚障害が社会問題にな
ることをわれわれは経験している 6）。抗老化対策や治療
に匹敵する化粧品として機能性化粧品は生活の質を上げ
る目的で今後さらに需要が伸びてくると感じている。化
粧品の安全性保障には消費者・医師・企業科学者間で正
確な化粧品情報を共有して検討し合う機会を作っていく
ことが必要であろう。
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